
















Authentic Railway Unified with False Railway in Complete Harmony




































































































































































































































































































































































































































































































　⑤の「金四千円ヲ以テ右軌道ヲ買収シタ」に関しても富士軌道の B／ S には昭和２年５月期から「出資金勘定」
としてほぼ同額の5,000円が登場している。同じ昭和２年５月期の P／ L に「運送部営業権」勘定4,500円が収益とし
て計上されている。両勘定に関連があると仮定すれば、富士軌道の「運送部営業権」なる無形財産を大宮製材あたり
に4,500円で売却する形で、当該大宮製材に現物出資した可能性もあろう。直後の昭和４年６月26日開催の定時株主
総会で会社の目的を「軌道ヲ布設シ貨物及旅客ノ運輸又ハ付帯事業ヲ営ム」（商業登記簿、鉄文）に変更し、何らか
の「付帯事業ヲ営ム」体制を整え、また昭和10年６月29日開催の定時株主総会でも会社の目的の但書を「但業務ノ状
況ニ従ヒ他会社ニ出資又ハ自動車ニ依ル運輸ヲナスコトヲ得」（商業登記簿、鉄文）に変更するなど、大宮製材など「他
会社ニ出資」できる体制を整えた。
　⑦の「大宮町大火」に関して大宮町「瑞穂区は、昭和初期まで軌道馬車の発着地で、馬子屋御者詰所や旅館等も数
軒あり、たいそう賑わった。…昭和七年の大宮町大火の際も焼失を免がれている」89との情報もある。
３．富士軌道を買占めた伊藤信司の正体
　『富士宮市史』は富士軌道「会社の株券が昭和四年に伊藤信司によって買占められ」（市史，p805）たと解するが、
東電所有「富士軌道株式三、三四〇株ハ三六、〇〇〇円ヲ以テ伊藤商店ニ譲渡」（真相、第二節）されたのは当事者
によれば「軌道業トシテノ売買交渉ニ非ズシテ、実質ハ古鉄ノ売買交渉」（真相、第二節）であった。昭和12年12月
富士軌道社長に就任した伊藤信司は「東電ニ出入スル」（真相、第二節）「屑鉄商」（真相、第二節）伊藤商店代表であっ
た。伊藤商店番頭・本多取締役は陳情に来た貨車夫らに「我々ハ軌道会社ヲ買収シタノデナク、レールヲ買ッタノデ
アル。買フニ付テハ東電ヨリ軌道会社ノレールヲ買ハナイカトノ話ニ商売上…売買契約ヲナシタリ」（S13.2.20特秘）
と本音を漏らし、「而モ其ノ際…会社ノ解散ハ問題デナク、故ニレール引揚ゲハ差支ナイ…今ハスピード時代デ貨車
ニ積ンデ運搬スル時代デナイ。県道ノ端マデ六哩半存置スレバソレ以南ハ撤廃シテモ差支ナイ」（S13.2.20特秘）と東
電の重役渡辺三郎から聞いたと述べている。
　屑鉄商の伊藤は「元来…軌道関係法規ニ暗カリシタメ」（伊藤商店談）、「所要ノ営業廃止手続未了」（真相、参考）
のまま、昭和13年３月18日富士軌道総会で「会社解散ノ決議ヲ為シ、目下軌條ヲ撤去シツツアリ」（真相、第二節）と、
［写真－３］の軌條撤去中の富士軌道の現況写真が４月１日大宮町の告発者から鉄道省への抗議の投書に添付された。
　『東京朝日新聞』は「突如解散を決議／いよいよレールを売る／富士軌道会社の株主総会　大宮町富士軌道株式会
社は過般の解散決議の株主総会は一と先づ流会の形式をとって、木材業者と富士山麓の木材搬出問題につき折衝を行
つてゐたが、会社側は搬出に期限を付することは出来ぬと主張し、木材業者は一定期限を要求して折合つかず、会社
側は断然解散してレールを古鉄材として売却することになり、二十八日突如株主総会を開いて解散を決議した」90と
報じている。
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　富士軌道は公式には昭和14年３月９日大宮～人穴／大宮町地内を廃止許可され、年３月14日大宮～上井出間を全廃
したことになっている。和久田氏は「統計の1938年度は報告未着」91と注記しており、『富士山麓史』も「実際には経
営不振で運転は有名無実となり、監督当局の認可を受けることなく、勝手に線路を撤去92してしまった」（山麓，
p388）ものと推測している。
４．富士軌道の運輸組織
　「富士軌道ノ運搬作業ハ…請負制度」（真相、参考）であり、「富士軌道ハ動力馬力、運搬方ハ馬車人夫ガ請負ヒ居
ル制度ニシテ、彼等ハ百姓仕事ノ傍、運搬ニ従事スルモノニ付搬出期限ヲ付スルコトハ困難」（真相、参考）で、「天
候ガ搬出作業ニ影響スル虞大…一ヶ月中搬出可能ナルハ二十日弱ニ過ギズ」（真相、参考）とされた。貨車夫は会社
側との団交の場で「本業務に従業中幾多尊キ人命ヲ犠牲ニ、将又貨車夫トシテ唯一ノ財産タリ資本タル馬匹ヲ失ヒタ
ル事タルヤ、全ク身命ヲ賭シテ今日ニ及ビタル」（S13.12.12特秘）貢献に見合う手当支給のほか、「北部六哩半以南ノ
レール引揚後ノ土地売却ノ節ハ是又多年ノ縁故アル我々従業員ニ於テ必要ノ部分ハ特売ニテ御売払ヒ賜リ度」
（S13.12.12特秘）と陳情した。
　「請負制度ニシテ一時ニ多量ノ出貨ヲ為サントセバ、馬車人夫ニ対スル賃金ノ増額、又ハ馬車人夫常雇ノ制度ニ改
編セザル可ラズ」（真相、第五節）、「軌道ハ搬出ガ請負制度ナルタメ運賃ハ比較的高率（一瓲一粁一三銭）トナル」（真
相、第四節）ことから、鉄道省は存否の結論として「十三万円ノ建設費ヲ要スル軌道ヲ存置スルコトハ興業費的ニ不
合理デアリ、設備関係ヨリスルモ、二呎ゲージ、十二封度レール、動力ハ馬力ナル有様ニテハトラックニ勝ルトモ覚
エザルナリ」（真相、第五節）として「富士軌道ノ営業廃止ハ…当然ノ結果ナリ」（真相、第五節）と判断した。
　大宮町等の木材業者が富士軌道存続の根拠とした「富士山麓の木材搬出問題」と関連するものに、昭和７年の台風
による宝永山付近の御料林風倒木の搬出問題がある。昭和９年10月以降に順次風倒木の大量払下げを受けた富士製紙
富士工場は富士表登山道一合目に「半恒久的な蓄積土場ならびに卜ラック積付け土場を設置し、これより、右約十キ
ロ浅黄塚（宝永山左下部地点）と、左約八キロ十番官林（上井出村上部地点）まで山林軌道を敷設した。…伐出事業
の請負方法は部分的請負とし、伐採から軌道積み込み、土場巻き立てまでの作業請負を数組の請負人に、また軌道な
らびに工場までのトラック運搬作業の請負は石井組に、それぞれ決められ…昭和十八年成功裡に終結をみた」93とい
う長期間に及ぶ山林伐出事業であった。この事業のため富士製紙は広く樺太から森林作業の熟練請負人を招聘し、北
海道から専用馬を購入したが、富士製紙の傍系会社だった富士水電の傘下にあった身内同然の富士軌道やその周辺の
貨車夫にも何がしかのお声がかかっても不思議ではあるまい。富士製紙が新たに敷設した山林軌道の軌條・枕木類、
軌道の運搬作業員や馬匹、あるいは上井出村に達した山林軌道の敷地等にほぼ同時期に廃止された富士軌道の物的・
［写真－３］　軌條撤去中の富士軌道の告発写真（昭和13年４月、鉄道省鉄文書）
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真正鉄道と虚偽鉄道との混然一体性
人的資源が再活用されたのかどうかの諸点に関しては十分解明できず、今後の検討課題としておきたい。
Ⅴ．むすびにかえて
　富士軌道、三塩鉄道に本誌前号掲載の前稿の奥秩父の軌道群を加えた３事例を総括すれば、地域社会と大地主・電
力資本等（関東水電、東京電灯、峡西電力94ら）、山林大地主（国、帝国大学、帝室林野局、山梨県山林部、大地主・
市川文蔵ら）らと「虚偽鉄道」（奥秩運輸組合軌道、大宮製材軌道、山梨県営三塩軌道）、「真正鉄道」（関東水電専用
鉄道、富士軌道、三塩鉄道）の相互関係の問題に帰着する。さらに軌道の主管官庁・内務省、鉄道の監督官庁・鉄道
省、専用軌道を監督する府県（埼玉県、静岡県、山梨県）の官庁間の上下・拮抗関係および係争関係（訴訟、官庁へ
の陳情95、金融機関96、反社会勢力の介入など）が複雑に絡んでいる。
　以上の複雑怪奇な諸関係を観光社会学の視点から解析する必要がある。ここでは富士軌道の末期の興亡に深く関
わった主要な利害関係者である７者の立場、富士軌道との利害等について考察を加えておく。
①帝室林野局（ベースカーゴたる原木の払下げ主体）
　富士軌道は「富士山麓ノ御料林払下運搬ヲ主要目的」（副申）としており、大宮製材の専用軌道も「富士御料林の
作業軌道」かと誤認する論者もいるほど、御料林とは密接不可分な関係にあった。また富士軌道第二期線の「用地買
収が困難である最大理由は大半が御料林であるため、帝室林野管理局への手続きが実に大変」（市史，p802）とされた。
したがって帝室林野局としては富士軌道ないし別働隊・大宮製材に人穴以北の軌道用地の大半を売却（ないし賃貸）
した旧地主であり、運搬する払下木材の大本たる荷主側の総元締めというべき立場にあるため、大宮製材軌道の「之
レガ存置方、帝室林野局ハ勿論関係材木業者及地方有志ノ希望する所」（副申）であるのは当然であった。昭和13年
の富士軌道会社の解散決議に際し帝室林野局は「林道実現迄〈富士軌道の〉専用軌道ノ存置ヲ希望」97していた。し
かし帝室「林野局ニ於テハ〈富士軌道〉軌道全線ヲ軌道法ニ依ル軌道ト誤認シ居リ、随ッテ其営業廃止ハ自由98ニ（官
庁方面ノ諒解ナクシテ）可能ナル理ナシト楽観」（沼津出張所談、真相、附）していたという。
②地元材木商との関係（主たる荷主）
　明治・大正期には存在した相応の旅客収入が競合バス路線にうばわれてほとんど枯渇した末期の富士軌道にとって
「軌道唯一ノ顧客タル材木商」（真相、第五節）が命綱である。「地元材木商ハ軌道廃止ニ因リ或ル程度ノ不便ヲ蒙ル
ハ事実ナレハ、最初ハ軌道ノ永久的存置方ヲ画策シ、自己ノ方ニ軌道ヲ譲受クベク交渉ヲ進メ、一方ニ於テ地方民反
対ノ要望ヲ翳ス等シテ運動ヲ試ミ」（真相、第五節）た。「主トシテ専用軌道ニ関スル分存置方ニ関シ材木業者及地方
有志ノ希望スル所アリ」（知事副申）、富士軌道側でも一時期は「専用軌道区間（大平、上井出間）丈ヲ存続」（真相、
第五節）する意向で、「今後五ケ年間ヲ限リ存続セシメ、而シテ路線ノ重要部分タル大平、上井出間約十二粁（殆ド
専用軌道区間ニシテ山麓ヨリ県道口ニ出ル迄ノ区間）ヲ継続営業スル」（真相）前提で材木商と契約を締結した。
　こうした地域社会の態度につき東電側では富士軌道持株売却の際に「地元材木商ノ蒙ル不便ヲ察シ、之ト一応ノ折
衝ヲ試ミタルナリ、然ルニ材木商ハ何等ノ誠意ヲ示サザリキ」（東電沼津支店長談）として、「顧客タル材木商ニ於テ
モ之〈富士軌道〉ヲ育成スベク努力セズ、将来成業ノ見込ナシト考慮」（東電沼津支店長談）したと非難している。
しかし「地元材木商ハ…右株式ノ譲受ヲ申込ミ…折衝中、東電ハ…〈一方的に〉伊藤商店トノ間ニ話ヲ纏メタ」（真相、
参考）と非難する。
　鉄道省は地元材木商の「懸引余リニ強烈」（真相、第五節）な交渉態度に「営業廃止ノ時日ヲ遷延シ、以テ其間ニ
山麓ニ現有スル材木ヲ搬出セントセルモノ」（真相、第五節）かを疑い、「地元材木商ハ…富士軌道ヲ育成スルニ努力
セズ、寧ロ最モ要領ヨク利用スルノ態度ニ出デ…天候佳キ場合或ハ運賃関係有利ナル場合ハ時々馬車ヲ利用スル等、
相当ノ不徳義ヲ敢テセシモノノ如シ…材木商側ノ要求乃至態度ニ不当ナルモノ存ス」（真相、第五節）と断じた。
③富士水電（かつての最大の荷主）
　富士水電は明治40年１月資本金60万円で設立、明治42年１月開業、明治43年10月猪之頭発電所（富士宮市猪之頭、
現東京発電）を運用開始、大正４年白糸発電所運転開始した。東京電灯は被合併会社たる富士水電が「発電工事材料
運搬ノタメ所有セシ」（真相、第一節）と鉄道省に説明した。渡辺三郎の名義を借用して富士水電が密かに富士軌道
株を買い占めた大正６～７年は芝川水系に次々と発電所を建設中であった時期に該当し、自社軌道敷設より安上がり
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と考えて、正に「発電工事材料運搬ノタメ」の取得だった。
　富士軌道の「株式台帳」を分析した『富士宮市史』によれば、「乙号の内一五〇株が大正一二年に富士水電の専務
だった田辺七六に渡り」（市史，p793）、また「甲号（台帳）に関しては、大正一〇年に富士水電の介入（買い入れ）
があり、三一株を得、それに先立つ六～七年に上井出の渡辺三郎が二四株をまとめる」（市史，p794）動きがあった
とする。渡辺三郎（５原始株主）は屑鉄商・伊藤商店に富士軌道株を売り付けた富士水電系統の　「東電の重役」
（S13.12.12特秘）と同姓同名。
　『富士宮市史』は明治41年６月富士軌道設立時に大口出資した小野金六100株、白井龍一郎45株などを「投機的な投
資家が様々な事業にかかわっていた」（市史，p793）ように解する。しかし明治40年１月設立された富士水電はすで
に富士軌道の沿線・猪之頭発電所を構想中であり、会長の小野金六、専務の白井新太郎99（養子の白井龍一郎()100名義）
揃っての富士軌道への大口投資は水利権を有する沿線の発電所建設資材運搬の便宜確保という、極めて経済合理的な
投資ではなかったかと思われる。仮に甲州財閥が投機的集団であるとしても、「儲かりそうな銘柄」に集中投資する
わけであって、どう考えても人里離れた山奥の富士御料林の森林軌道でしかない富士軌道が投資のプロ達にさほど魅
力的に映るとは到底考えられない。その意味では富士軌道にとって富士水電は途中から買占めに出た新参者ではな
く、創立時からの最大の両面（株主・荷主）での後盾であったといえよう。
　一方、富士水電に新規参入されたライバルの富士電気は明治40年３月資本金６万円で大宮町に設立、社長堀内半三
郎であった。富士電気は大正３年白糸発電所を起工して以降、足形、狩宿等の発電所を大正８年ごろにかけて芝川水
系に次々と竣工させた。（市史，p708）
　筆者は富士軌道を大株主として、また最大の荷主として両面で支えていた富士水電が大正14年１月１日東京電灯に
吸収され解散したことは富士軌道のために大変不幸であったと考えている。富士水電を吸収合併した巨大企業・東京
電灯にとっては、取るに足らない富士軌道など単なる「合併ノ際ノ添加物」()101としか見ていないからである。
④大宮銀行（かつての主力銀行）
　金融恐慌後の昭和３年４月、静岡商業銀行とともに静岡市呉服町の三十五銀行に合併()102され、同行大宮支店となっ
た。一支店では富士軌道への支援にも限度があろう。株金払込銀行として株式担保金融等の便宜を計っていた主力銀
行の大宮銀行も昭和３年４月静岡市の三十五銀行に役員が残ることすらなく一方的に吸収され、解散したことも無視
できないと思われる。おそらく三十五銀行も東京電灯と同様に、材木商相手の不良債権を多く抱え込んでいたはずの
大宮支店のお荷物の一つぐらいに見ていたことであろう。
⑤東京電灯
　東電としては富士軌道4,000株中の3,340株を大正14年「合併ノ際ノ添加物」（東電沼津支店長談）然として継承し、
東電沼津支店長を社長に、沼津支店営業課長を取締役に派遣しており、「富士軌道ハ初メ東電ノ経営ト称スベ」（真相、
第二節）き状態であった。　形式的には法的に全く瑕疵がないとしても、皆目軌道法の知識もない出入りの一介の屑
鉄商に、鉄材としての処分上様々な瑕疵ある富士軌道の支配株を何らの説明もせずに売り逃げた東京電灯の冷淡な態
度は慇懃無礼としかいいようがない。鉄道省は「軌道業ヲ古鉄売買ノ意ニテ処分シタルハ無責任」（真相、第二節）
と断定した。
⑥屑鉄商
　表面的には過半数を制する圧倒的な大株主であり、経営権を掌握する代表取締役ではあるが、取引上優越的地位を
有する東京電灯に騙され、富士軌道を長大な鉄屑の塊と誤解して株券の形で購入させられた屑鉄商の法的責任を云々
するのは些か酷であろう。
⑦静岡県当局（大宮製材の専用軌道の直接の監督当局）
　静岡県当局の富士軌道への態度に関しても鉄道省側では以下のような強い不満を述べている。①麗々しく添付され
た富士軌道に関する数次にわたる県報告の実態は「会社、従業員間ノ争議」のみの狭い範囲に拘泥する見当外れの「特
高課関係ノ事務」的、機械的報告に限られ、②「県土木部道路課ニ於テハ今回ノ営業廃止ニ関シ別ニ重大ナル注意ヲ
払ヒ居ラザルモノノ如ク…〈特に〉専用軌道区間ニ付テハ県当局ニ於テ以前ヨリ実情ヲ承知シツツ放任シツツアリタ
ルモノ」（真相、附）と決め付けた。所管外の専用軌道として長年放置し、一切報告もなかった鉄道省無視、内務省
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寄りが鮮明な県の態度にいささか頭に来たのか、鉄道省から明確な職務怠慢と見做された静岡県当局は「本専用軌道
ヲ軌道延長線トシテ出願セシムヘク慫慂シタルモ〈富士〉軌道会社ハ之カ手続ヲ執ラス荏苒今日ニ至リタルモノ」（副
申）と、いうことを聞かない富士軌道側に責任があると必死に釈明した。
注
⑴　真正鉄道と虚偽鉄道の定義や意味合いに関しては拙著『非日常の観光社会学』日本経済評論社、平成29年３月（予）参照。
⑵　以下の略号を使用した。栞…『富士登山の栞』岳南時報社、大正３年、／案内…日下部明國編『日本案内　正巻之上』開国社、大正
４年、／汽車…谷口梨花『汽車の窓から』博文館、大正７年、／日帰り…金尾種次郎『関東遊覧その日帰里』金尾文淵堂、大正15年、
／副申…大正15年11月24日静岡県知事副申『鉄道省文書』、／特秘…静岡県知事発出内務大臣他宛警察文書（特高課）、／三塩…『鉄道
省文書　三塩鉄道』（昭47運輸3A-013-03）、／上申…広瀬峰太郎他「三塩鉄道株式会社ニ関スル上申書」昭和６年８月20日、／真相…監
督局調「富士軌道ノ軌條撤去ニ関スルする真相」昭和13年４月『鉄道省文書』、／奥秩…塚本閤治『奥秩父』山と渓谷社、昭和18年、／
山麓史…『富士山麓史』富士急行、昭和52年、／市史…『富士宮市史　下巻』昭和61年、／塩山…『塩山市史　通史編下巻』平成８年、
／三富…『三富村史』平成８年、／山梨…山梨日日新聞。
　　なお富士軌道の原始株主の持株数は「富士軌道株式台帳」『清忠一所蔵文書』（市史，p792～３）による。「氏名に重複が見られるのは、
１人10株までとする形式上の追加処置」（市史，p792）の由。
⑶　拙稿「地勢難克服手段としての遊園・旅館による観光鉄道兼営─箱根松ケ岡遊園・対星館の資料紹介を中心に─」　単著　『跡見学園
女子大学観光マネジメント学科紀要』創刊号、平成23年３月，p45～56
⑷　県営軌道は「三富にはガソリン機関車により客車引揚げを行ひトロリー二台連結」（『山梨県恩賜県有財産沿革誌』山梨県、昭和11年，
p130）と早い時期からガソリン機関車が運行された。
⑸　「西沢渓谷案内板」「週刊トレセン通信　競馬ブック web」http://www.keibabook.co.jp/homepage/freeweekinfo/.../hensyuininfo.aspx。
⑹　「三塩軌道案内板」「三塩軌道　Yahoo! ジオシティーズ」http://www.geocities.jp/d05sm012/sannennkidouhaisennato.htm。
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